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はじめに

　大腸癌を原発とする播種性骨髄癌症は非常に稀な疾患
である．症例の多くはDICを発症後急激な転帰をたどり，
確立された治療法もないことから予後不良な病態とされ
ている．今回われわれは播種性骨髄癌症を発症し急速な
DICの進行を認めた直腸印環細胞癌の ₁例を経験したの
で報告する．

症　　例

　患者：₇₇歳，男性．
　主訴：下血．

　既往歴：高血圧．
　家族歴：特記事項なし．
　初回入院時現病歴：平成₂₅年₁₁月血便の精査目的で下
部消化管内視鏡検査を施行したところ肛門縁より約₂₀cm
の部位に全周性の ₂型腫瘍を認めた．生検の結果，低分
化腺癌であり手術目的で当科入院となった．
　入院時現症：₁₆₂cm，₆₅kg（体重減少なし）．貧血，黄
疸を認めず表在リンパ節は触知しなかった．腹部は平坦
であり，腫瘤を触知しなかった．
　初回入院時血液検査：Hb₁₂．₅g/dLと貧血を認め，
TP₅．₉g/dLと栄養状態は不良であった．肝・腎機能およ
び電解質は異常値を認めなかった．腫瘍マーカーは
CEA₅．₈ng/mL，CA₁₉- ₉  ₁₅₄．₃U/mLと上昇を認めた．

　澤崎　翔，横浜市旭区上白根 ₂ ⊖₆₅⊖ ₁ （〒₂₄₁⊖₀₀₀₂）上白根病院 外科
（原稿受付 ₂₀₁₄年₁₁月 ₇ 日／改訂原稿受付 ₂₀₁₄年₁₂月₂₅日／受理 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₄日）

症例報告

急激な播種性骨髄癌症をきたした直腸印環細胞癌の ₁例
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要　旨：大腸癌の播種性骨髄癌症は稀な疾患で，Disseminated intravascular coagulation syndrome（以下
DIC）を発症後，急激な転帰をたどる予後不良な疾患である．今回，直腸癌術後に急激な播種性骨髄
癌症をきたした印環細胞癌の ₁例を経験したので報告する．症例は₇₇歳，男性．下血のため下部消化
管内視鏡検査を施行し，直腸RS部に全周性の ₂型腫瘍を認めた．生検の結果，低分化腺癌であり直
腸低位前方切除，D ₃ 郭清を施行した．病理組織型検査の結果，印環細胞癌でありNo.₂₅₃リンパ節転
移を含む多発リンパ節転移を認めStage IIIbであった．mFOLFOX ₆ による術後補助化学療法を施行す
る予定であったが，術後₆₁日目より下血およびポート造設部の皮下出血を認めた．採血にてDICを認
め，DIC治療を開始し，精査目的で骨髄穿刺を施行するも術後₇₄日目に死亡した．骨髄穿刺の結果，
播種性骨髄癌症であった．大腸癌の播種性骨髄癌症に対してDIC治療および化学療法を行うことによ
りDICを離脱し，生存を得た報告もみられるため，大腸癌には播種性骨髄癌症の合併があることを念
頭に，注意深い観察と早期の発見が重要と考えられた．

Key words: 播種性骨髄癌症（disseminated carcinomatosis of bone marrow），
播種性血管内凝固症候群（disseminated intravascular coagulation syndrom），
直腸癌（rectal cancer），印環細胞癌（signet-ring cell carcinoma）


